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単位：千円

第 章 第 節

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のほか、災害発生時に役場への通勤が困難な場合や、在宅での業務を余儀なくされた場合、役場庁舎外から業務を行う

ことができるように、テレワーク（在宅勤務）の環境整備を行う。

　情報セキュリティを重視しながら、庁舎外からテレワーク用モバイルＰＣで、庁舎内の各職員のパソコンの操作ができるテレワーク環境を整備する。
・庁舎外から庁舎内の自席パソコンで業務（操作）ができるテレワーク環境システムの導入
・テレワーク実施に伴うデータ量の増加に対応するための庁舎内ネットワーク機器の更新
・テレワークを行うため、庁舎外への持ち出しを前提としたテレワーク用モバイルパソコンの導入

 

４　事業の効果
　今後の新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のほか、災害時発生時に通勤が困難な場合や、在宅での業務を余儀なくされた場合など、国が推奨している「新しい生活様式」
に対応した業務対応が可能となる。

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 10
細事業名

新　規

国庫 県費 地方債

テレワーク環境整備事業 所属
総務課

目   名   称 情報化推進費
広報情報係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 17

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 1

※ 国庫財源：新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金 

本年度当初 0 現計予算 0
白石町総合計画 基本計画

ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】
基本計画

生活基盤の充実

予 算 額 25,210
25,210 0

12　委託料 12,110 その他委託料
・テレワーク用サーバ設定、及びテレワーク環境構築作業
・テレワーク環境整備による庁舎内ネットワーク機器の更新に伴う設定作業
・テレワーク用モバイルＰＣ設定作業

17　備品購入費 13,100 その他備品購入費
・テレワーク用サーバ（テレワーク環境・接続ＰＣ認証）導入　1台
・テレワーク環境整備による庁舎内ネットワーク機器更新
・テレワーク用モバイルＰＣ本体導入　35台

１　目的

２　事業内容

３　予算額

節 予算額（千円） 細節 内容説明
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単位：千円

第 章 第 節

投票所・開票所を運営するに当たり、新型コロナウイルス感染症対策として、環境整備に係る費用を計上する。

町長選挙及び町議会議員選挙における選挙公営の拡大
　選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラの作成、選挙運動用ポスターの作成
新型コロナウイルス感染症対策としての投票所及び開票所の環境整備
　安全対策用消耗品の購入、投票所環境整備

４　事業の効果 白石町長及び白石町議会議員選挙事務を適切に執行する。

総務課
総務係

３　補正予算額
節 細節

7. 報償費 謝礼

　公費負担対象期間　立候補届出日から選挙期日の前日まで　５日分　※無投票の場合は、立候補届出日の１日分

13,431 継　続

白石町総合計画 基本計画

※ 国庫財源：新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金 

参加と協働で築く町民主体のまち　【町民参加・町民協働】
基本計画

健全な行財政運営の推進                
（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 6 2

　立候補予定者　町長選　３名　町議選　２０名
※積算根拠

印刷製本費

10. 需用費

1,438

予算額（千円）

8,729

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 2 項 4 目 6
細事業名

882
　投票所用ジェットヒーター　燃料代　  12,360円

1,015 消耗品

　選挙運動用ビラ作成費　                352,970円
　選挙運動用ポスター作成費　       8,375,220円

　選挙運動用自動車　燃料代        　 869,400円
　記載用鉛筆 　 330,000円　　　 マスク　 66,000円
　パーテーション　42,900円　　　パーテーションスタンド　35,200円
　手指消毒剤　    85,800円　　  手袋（使い捨て）        　14,300円
　選挙運動用ビラ証紙（町議）　  440,000円

所属

目   名   称 白石町長・町議会議員選挙費
財 源 内 訳 予算書頁

予 算 額 14,006
国庫 県費 地方債

本年度当初 16,751 現計予算 16,751

その他 一般財源 20

575

白石町長・町議会議員選挙費

　選挙運動用自動車　運転手　1,437,500円

内容説明

公職選挙法の一部を改正する法律（令和２年法律第４５号）により、町村の選挙における立候補に係る環境の改善を図るため
選挙公営の対象を市と同様に拡大し、その公営に係る費用を計上する。

合　　計
その他借上料

14,006

13. 使用料及び賃借料
　選挙運動用自動車　自動車借上　1,817,000円車借上料1,817

125 　投票所用ジェットヒーター（本体、ミラーシート、運送費）　125,000円

１　補正の理由

２　 事業変更内容

燃料費



単位：千円

第 章 第 節

災害時の指定避難所を開設する際に、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するための指針が国から示されたことから、緊急に避難所備品としてパーテーション、

サーモグラフィカメラ及び各避難所における機材収納庫等を整備する必要があり、増額補正する。

また、6月補正予算で計上した予算について、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を充当するため財源の更正を行う。

・災害時における避難所での感染拡大防止のため、パーテーション、サーモグラフィカメラ及び用具収納の為の収納庫を整備する。

・6月補正予算で計上した簡易ベッド、防災マット等の備蓄品について財源の更正を行う。

避難所用備蓄品
 簡易ベッド
 防災マット
 その他消耗品
避難所用備品
 パーテーション
 サーモグラフィカメラ
 収納庫

４　事業の効果
避難所における感染症の拡大を防止し、安全な指定避難所を開設することで、地域住民の安全安心を確保することができる。

12,270 △ 1,769合　　計 1,769 10,501

10,501 0
3,080,000円
5,582,390円
1,838,100円

△ 1,769 財源更正
1,024,100円

544,500円
200,000円

1,769

17.　備品購入費 今回補正 0 10,501
避難所用

備品購入費

10.　需用費 6月補正 1,769 0 消耗品費

補正予算額 細節 内容説明
財源内訳

備考
国費 一般財源

収納庫 3台

３　補正予算額

節 区分 現計予算額

品名 数量
パーテーション 100基

サーモグラフィカメラ 5台

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 2

※ 国庫財源：新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金 

１　補正の理由

２　 事業変更内容

本年度当初 4,440 現計予算 6,209
白石町総合計画 基本計画

ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】
基本計画

災害に強く安全・安心な生活環境の整備

予 算 額 10,501
12,270 △ 1,769 継　続

国庫 県費 地方債

防災費 所属
総務課

目   名   称 防災費
危機管理・防災係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 36

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 9 項 1 目 4
細事業名
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単位：千円

第 章 第 節

新型コロナウイルス感染予防対策事業として、庁舎窓口カウンターにパネル及びスクリーンの設置を行い、来庁者の安全性を向上したい。

４　事業の効果 来庁者の利便性と安全性を向上することができる。

※ 国庫財源：新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金 

合計 16,000

14.　工事請負費 14,620 工事請負費 庁舎窓口カウンター飛沫感染防止パネル等設置工事 14,620,000 円

17.　備品購入費 1,368 その他備品購入費 飛沫感染防止カウンタースクリーン　140枚 1,368,000 円

３　予算額
節 予算額（千円） 細節 内容説明

10.　需用費 12 消耗品費 事務用品費 12,000 円

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 6 2

１　目的

２　事業内容 庁舎は、建設当初からオープンスペースでの設計・運用であったため、来庁者に対する感染防止対策及び３密対策についての想定がなされていない。

現在、仮設ビニールフィルム等の設置により感染防止対策を行っているが、来庁者同士のソーシャルディスタンスの確保は、不十分である。

今後、新しい生活様式への対応が求められているため、ビニールフィルムのアクリル板化、窓口カウンターの個別ブース化により安全性を確保する。

上記個別ブース化のためのパーテーション設置により、現行課名表示板等の案内機能が著しく低下するため、新たな課名表示及びフロア案内板を設置し、来庁

者への配慮と接触機会軽減による安全性の確保を行う。

本年度当初 0 現計予算 0
白石町総合計画 基本計画

参加と協働で築く町民主体のまち　【町民参加・町民協働】
基本計画

健全な行財政運営の推進

予 算 額 16,000
16,000 0 新　規

国庫 県費 地方債

庁舎新型コロナウイルス感染予防対策整備事業 所属
企画財政課

目   名   称 財産管理費
財産管理係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 16

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 2 項 1 目 5
細事業名



単位：千円

第 章 第 節

町内健康体操サロン・・・・・　２９サロン　（サロン構成員の規模に応じた数を支給） 構成員３０人未満・・・１９サロン １台配布
構成員３０人以上・・・１０サロン ２台配布

※ 国庫財源：新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金 

４　事業の効果
健康体操サロンに参加する高齢者の感染症予防を図り、感染リスクを低減することで、サロン活動が活発になり、健康維持や介護予防が期待でき
る。

10.　需用費 消耗品費 0 494 494 非接触型体温計　39台　　493,350円

２　事業内容

介護予防に向けた取り組みを行っている健康体操サロンに対し、感染症予防対策として非接触型体温計を支給する。

計　３９台

３　予算額

節 細節 現計予算額 今回補正額 補正後予算額 内容説明

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 2 2

１　目的
介護予防を目的とした高齢者の通いの場である健康体操サロンに対し、新型コロナ感染症対策のための支援を行うことで高齢者の健康維持及び介

護予防を図る。

本年度当初 0 現計予算 0
白石町総合計画 基本計画

健やかで安心できるやさしいまち　【保健・福祉の充実】
基本計画

地域・高齢者・障がい者(児)福祉の充実

予 算 額 494
494 0 新　規

国庫 県費 地方債

介護予防サロン感染症対策事業 所属
長寿社会課

目   名   称 老人福祉費
高齢者係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 23

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 3 項 1 目 3
細事業名
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単位：千円

第 章 第 節

白石町総合センター
楽習館
ゆうあい館
有明公民館

４　事業の効果
新型コロナウイルス感染症予防としての対策を行い、利用者や職員等の感染予防に寄与することができる。

※ 国庫財源：新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金 

17. 備品購入費 その他備品購入費 240,000円 0円 240,000円

３　補正予算額

節 細節
必要額

Ａ
当初予算額

Ｂ
補正額
（A-B)

17 枚
6 枚

計 30 枚

生涯学習課管理の白石町総合センター、楽習館、ゆうあい館、有明公民館に新型コロナウイルス感染症拡大防止としてデスクスクリーンを設置する。

2 枚
5 枚

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 4 2

１　補正の理由

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、窓口等にデスクスクリーンの設置を行い、飛沫感染を防ぎ来館者の安全性を確保する。

２　 事業変更内容

本年度当初 13,436 現計予算 13,436
白石町総合計画 基本計画

個性豊かな人と文化を育むまち　【教育文化の向上】
基本計画

生涯学び楽しめる環境の充実            

予 算 額 240
240 0 継　続

国庫 県費 地方債

中央公民館費 所属
生涯学習課

目   名   称 公民館費
生涯学習係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 40

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 10 項 5 目 2
細事業名



単位：千円

第 章 第 節

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、急激な消費の減退により市場価格が急落した施設花き農家の経営が非常に厳しいことから、その経営の継続を図るため、次期作に

　向けた再生産の活動を支援する。

〇　県単独事業
○　事業実施主体 対象期間（令和2年3月～8月）中に対象品目の出荷のある施設花き農業者、及び当該農業者の組織する団体（各受益者は１ａ以上の栽培面積であること）

○　対象品目　　　　 施設花き（露地花き、花木、切り枝、令和2年3月～8月に出荷がない品目等を除く）

○　事業概要 事業実施主体が行う対象品目の次期作に必要な経費について、その取組面積に応じて支援を行う。
支援単価に、対象品目の次期作に向けた取組を行う実面積を乗じた額を交付する。
1戸当たりの上限額は県費1,000千円

○　支援単価

施設ユリ
区分1を除く施設花き

４　事業の効果
当事業を行うことにより、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けた花き農家が生産意欲を失わずに営農を再開することができる。

内容説明

18.　負担金、補助
　　　及び交付金

補助金 0 4,500 4,500 佐賀県園芸生産次期作支援緊急対策事業補助金

３　予算額

節 細節 現計予算額 補正予算額 補正後の額

2 50,000 19 820 4,100,000
計 21 860 4,500,000

県補助金　（円）
1 100,000 2 40 400,000

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

１　目的

２　事業内容

区分 対象品目 補助単価　　（円/10ａ） 農家戸数　（戸） 取組面積　（ａ）

本年度当初 0 現計予算 0
白石町総合計画 基本計画

活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】
基本計画

農林水産業の振興

予 算 額 4,500
4,500 0 新　規

国庫 県費 地方債

佐賀県園芸生産次期作支援緊急対策事業 所属
農業振興課

目   名   称 農業振興費
振興係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 29

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 3
細事業名
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単位：千円

第 章 第 節

養豚農家の豚舎に野生動物侵入防止用の防鳥ネットを設置し、豚熱やアフリカ豚熱のウイルスが侵入した場合の農場への侵入を確実に防止する。

〇　事業実施主体　白石町家畜自衛防疫協会
〇　事業概要　豚舎に設置する防鳥ネットの購入経費に対する補助
〇　補助率　国5/10、県2.5/10、町1/10以内
　　（ただし、国及び県の補助金は市町を通らずに補助される）
〇　対象農家　1戸

４　事業の効果
豚熱等の家畜伝染病ウイルス侵入防止対策を強化し、本町の養豚振興に資することができる。

18.　負担金、補助
　　　及び交付金

補助金 0 36 36
ＣＳＦ等侵入防止緊急支援事業補助金
360,000円×1/10

節 細節 現計予算額 補正予算額 補正後の額 内容説明

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 3 1

１　目的

２　事業内容

３　予算額

本年度当初 0 現計予算 0
白石町総合計画 基本計画

活気と魅力のある豊かなまち　【産業の振興】
基本計画

農林水産業の振興

予 算 額 36
36 新　規

国庫 県費 地方債

ＣＳＦ等侵入防止緊急支援事業 所属
農業振興課

目   名   称 農業振興費
振興係

財 源 内 訳 予算書頁

その他 一般財源 30

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 6 項 1 目 6
細事業名



単位：千円

第 章 第 節

地方債の名称　合併特例事業債

〇
〇
〇

４　事業の効果
　道路休憩所を整備することにより、有明海沿岸道路福富ＩＣの開通による交通量増加への対応が可能となり、広域で移動する多様な利用者の利便性の向上に
寄与できる。

合　　計 0 28,520 28,520 ― ―

21. 補償、補填及び
     賠償金

0 50 50 補償金
 暗渠排水事業決済金　30,000円
 筑水転用決済金　　　　20,000円

16. 公有財産購入費 0 26,250 26,250  土地購入費
 道路休憩施設　用地買収費
 買収面積　3,500㎡

14. 工事請負費 0 1,500 1,500  工事請負費  パイプライン撤去等工事費

12. 委託料 0 700 700  測量設計委託料  用地測量委託料　700,000円

10. 需用費 0 20 20  消耗品費  契約書類印紙代（用地買収）　20,000円

３　予算額
単位：千円

節 予算額 今回補正額
補正後
予算額

細節 内容説明

用 地 買 収 費 ・・・・・ 道路休憩施設　用地買収費　3,500㎡
駐車見込台数 ・・・・・ 約１２０台

１　目的

　有明海沿岸道路福富ＩＣの開通に伴い、福富ICから国道444号までの間（町道東区干拓線）の平日日交通量が15,000台と見込まれる中、道の駅しろいしの駐車場
だけでは、道路休憩所としての機能に不足が生じることが想定されるため、新たに町道東区干拓線に道路休憩施設を整備し、道路利用者の利便性の向上を図る。

２　事業内容
（主な事業内容） 工 事 費 ・・・・・ パイプライン撤去工事

白石町総合計画 基本計画
ゆとりある快適な住みよいまち　【町の基盤整備】

基本計画
体系的な交通網の整備・充実            

（人と大地がうるおい輝く豊穣のまち） 1 3

その他 一般財源 34～35

26,000 2,520 新　規
予 算 額 28,520

国庫 県費 地方債

本年度当初 0 現計予算 0

細事業名 道路休憩施設整備事業 所属
商工観光課

目   名   称 道路新設改良費
観光係

財 源 内 訳 予算書頁

区分 令和２年度　９月補正 会計 一般会計

款 8 項 2 目 2
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